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JSAF会長からのご挨拶

日頃より連盟活動に多大なるサポートを賜りまして誠にありがとうございます。

オリンピック強化委員会は、この4月から宮本新委員長の下、新体制にて業務を開始しております。

今後の強化活動を行うに当たりまして、JSAFとして3つの方向性、1.パリ大会での1種目以上のメダル獲得、

2.ロス大会を見据えた強化戦略の構築・次世代選手の育成、3.人的・物的資源配置の最適化を掲げました。

東京五輪が終了し、国内外のセーリング競技を取り巻く環境は大きく変化しています。

強化委員会のメンバーには、限られた時間の中で新しい物事にチャレンジし、活動に邁進して頂きます。

また、次世代を担う若手選手の育成無くして、セーリング競技の未来はありません。

昨年より始まったNF_HOPE育成プログラムを引続き強化の根幹の一つとして捉えつつ、

健全かつ持続的成長が可能な施策とするよう、更なる内容のブラッシュアップをお願いしました。

強化委員会一丸となって取組みを進めて頂きますので、

皆様の変わらぬご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

（公財）日本セーリング連盟 会長 馬場 益弘



はじめに

2021年１月からスタートした「NF_HOPE育成プログラム」は

2022年4月より「HOPE育成プログラム」として生まれ変わります。

これまで強化対象選手分類では別分類となっていた「HOPE選手」と「HOPE育成選手」を統合し、

プログラムに参加した次世代を担う若手選手が、最終的にはオリンピックで実績を残し、かつ人間力を兼ね

備えた素晴らしいセーラーに成長していく為の明確なパスウェイをイメージしていけるよう、仕組みを整えています。

更に、プログラム内容の拡充にも注力し、選手のスキル・知識・人間力を高めることによって基礎という強固な

土台を作り上げていくと共に、選手がトップセーラーへと成長する過程の中で、目標とするWorld Sailing

ユースワールド大会やオリンピッククラスのJrワールド大会での金メダル獲得を目指します。

オリンピック強化委員会として、チーム一丸となって次世代を担う若手選手の育成に取組み、

選手同士が健全な競争意識を持ち、高め合うことのできる場を提供して参ります。

オリンピック強化委員会 委員長 宮本 貴文



HOPE育成プログラムの目標

WSユースワールド・オリンピック種目Jr.ワールドでの金メダル獲得

2024年までに

複数クラスの入賞

中期目標

複数クラスのメダル獲得
金メダル獲得

2028年までに

長期目標

毎年実施

選考会(公募)

2028年12月までの8年間の長期計画で育成プログラムを展開

毎年実施

選考会(公募)

2021年1月

START



強化分類等の再編について

HOPE育成プログラムへの統合・名称変更

HOPE Racing

HOPE Advance

HOPE Basic

次世代選手育成のパスウェイをより明確化するために、旧来の「HOPE選手」、「NF_HOPE育成プログラム」を統合し、
新たに「HOPE育成プログラム」へと名称を変更しました。さらに、育成プログラム内のステップについてもHOPE Basic▶︎
HOPE Advance▶︎ HOPE Racingに変更することで、強化のステップが明確化するよう再編を行っています。

HOPE選手

NF_HOPE育成
プログラム

統

合

変更前 変更後

H
O
P
E
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

これまでのHOPE選手
と同等

プログラムの中で
HOPE Racingへの
ステップアップを目指す



HOPE育成プログラムの概要説明

育成の３ステップ（HOPE Basic▶︎HOPE Advance▶︎ HOPE Racing）

下記の要件を満たした選手について、オリンピック強化委員会「強化認定小委員会」
にて審議を行い、HOPE育成選手として認定する。

①トライアル選手：選手選考会に参加し合格した選手（公募：10月）

②シード選手：指定大会の成績を獲得し応募条件を満たした選手

③WSユースワールド代表内定選手：オリンピックを目指す意思のある選手

ナショナルチームエース・ナショナルチームを目指す。自身で考え、積極的に行動し改善できる力を身に付けた
「自立した選手」を育成し、世界で活躍するための海外遠征・国内合宿に重点を置いたカリキュラムを実施。HOPE Racing

HOPE Advance HOPE Racingを目指す。種目選定を実施し、種目に特化したセーリング/フィジカル指導・専門知
識の向上等、実技を重視。世界で活躍するための強化に重点を置いたカリキュラムを実施。

HOPE Basic 各分野の専門スタッフによる講習/実技指導を受講し知識を高め、セーリングに必要な土台を
強化合宿の中で作り上げることに重点を置いたカリキュラムを実施。

募集

各ステップを1年単位のプログラムで構成し、レベルに合わせた専門カリキュラムを設定すると共に、海外への遠征・合宿などのサポー
トについても新設しています。また、各ステップにおいては明確な認定継続条件(＊1)を設定し、在籍選手間での健全な競争を喚起
し、適切な循環・入替えが起きていくこと企図しています。 (＊1)P10ご参照



ステップ別年間カリキュラムの概要

ステップ マッチレース
プログラム

セーリング
技術・理論

タクティクス・
ストラテジー

ルール 気象・潮 フィジカル
フィットネス

メンタル 栄養 英会話 インテグリティ

HOPE
Racing

・マッチレース実戦
・フリートレース
・チームコミニュケー
ションの向上
・ルーティンの確立
・リーダーシップ

・ウィンドストラ
テジー
・タクティクス

・実践適応での
反省と改善能力
の向上
・コーチとのコミュ
ニケーションでの
気づきと改善力
の向上

・試合で負けないルー
ル実践
・オンザウォーター
ジャッジレース・ケース
スタディでの審問・
ウィットネス対応
・Web審問対応

全体ミーティン
グでの説明と実
践での柔軟な
判断力の向上

・パフォーマンスを発揮する
身体づくり

【講習】セーリング競技と
フィットネス・トレーニングⅡ
【実技】専門的体力の獲
得

・パフォーマンス
発揮のための
ピークコントロー
ル・ゾーンコント
ロール

・レースに合わせ
た食事調整方
法を学習
・ピーキング・コン
ディションに合わ
せた食事計画と
実践

・カンバセーション
・海外講師とのコ
ミニュケーション
・海外遠征での
実践
・海外選手とのコ
ミュニケーション

・インティグリティ
講習（2回/
年）テーマ：人
間力

HOPE
Advance

・マッチレース実戦
・フリートレース
・チームコミニュケー
ションの向上
・ルーティンの確立
・リーダーシップ
・大学対抗＆U25
ヨットマッチレース参
加

・スタート
・ウィンドストラ
テジー

・実践適応能力
の向上
・コーチとのコミュ
ニケーションでの
気づきと改善力
の向上

・タクティクス、審問
・ケースブックによる事
例の理解と審問での
ディベート
・Web審問対応

・実践で使える
よう反復説明と
理解
・日々の天気
予報発表

・パフォーマンスを上げる身
体づくり

【講習】セーリング競技と
フィットネス・トレーニングⅠ
【実技】基礎体力の獲得
（維持）と基本的体格
の獲得

・パフォーマンス
向上のための
練習日誌の確
認、セルフモニタ
リングの実践

・目的に合わせ
た栄養摂取方
法を学習（食
事のタイミング、
体重コントロー
ル）
・献立作成と実
践

・スピーキング
・海外講師とのコ
ミニュケーション
・海外遠征での
実践

・インティグリティ
講習（2回/
年）テーマ：社
会的責任

HOPE
Basic

・マッチレース講習
・艇、コントロール
ロープの仕組み確
認
・フリートレース
・チームコミュニケー
ション

・ボートハンドリ
ング
・ボートスピード

・基礎知識の理
解
・コーチとのコミュ
ニケーションによる
早期理解向上

・ルールの理解
１章〜５章及びウィ
ンドサーフィン規則
・抗議書の書き方
・模擬審問
・Web審問対応

・基礎知識の
理解
・日々の天気
予報発表

・体力測定
・選手シート作成
・怪我しない・練習をこな
せる身体づくり
【講習】フィットネス・トレー
ニングの基礎
【実技】最低限の動きの質
と基礎体力の獲得

・自己分析、目
標達成シート
作成

・スポーツ選手の
栄養摂取の基
本を学習
・調理の基本技
術を習得

・ヒアリング
・スピーキング
・海外講師とコミ
ニュケーション

・インティグリティ
講習(2回/年）
テーマ：法令遵
守・リスクの理解

専門カリキュラム（アンチ・ドーピングは1回／年全員で受講）

各分野の専門スタッフによる講習/実技指導を年間12回(１ヶ月に１回程度)実施し、強化合宿を通じてレベルアップを図る。
3ヶ月に1回程度、選手・保護者・コーチ間で課題を共有し、目標を明確にした取り組みを実施する。



１. シード選手 対象年齢:13歳〜22歳

・WSユースワールド・オリンピックを目指す強い意志のある選手
・かつ、下記のうち一つ以上を満たす選手

前年度種目別(WSユースワールド種目)全日本優勝
前年度の種目別ワールド(WSユースワールド種目)入賞
前年度の種目別Jrワールド入賞

応募意思のある選手は書類をダウンロードし提出のこと。
書類審査にて合否判定を行う。

【選考対象種目】
420/29er/ILCA4/ILCA6/Nacra15/Techno293 PLUS
Techno293/Formula Kite U19/470/49er/49erFX/IQ FOIL

2．トライアル選手 対象年齢:13歳〜22歳

・WSユースワールド・オリンピックを目指す強い意志のある選手
・かつ、身長でオリ強が定める数値をクリアできる選手

書類審査(1次審査) → 体力測定・試験・面接（2次審査）を
実施し合否判定を行う。

選考会公示にて詳細発表予定。

３．WSユースワールド代表内定選手
・WSユースワールド選考大会にて日本代表選手に選出された選手

応募意思のある選手は書類をダウンロードし提出のこと。
書類審査にて合否判定を行う。

選考方法

保護者・所属先・学校の理解、承諾を得られていることが前提条件

合格通知後の翌年1月1日よりプログラム開始

プログラム認定期間：1月1日〜12月31日の1年間

継続の意思がある選手は各ステップ毎の認定継続条件（P9及びP10）を参照

認定期間等

公示を実施し、下記要件を満たす選手からの応募をもって選考を実施 (定員：最大30名)



認定継続条件

・プログラム参加率が50％以上であること(全ステップ共通)（参加率算出方法：参加日数＋公欠日数÷プログラム総日数×100）

・その他各ステップ毎の条件は次ページの認定サイクル表をご参照。

・プログラムの参加率50%未満が確定した場合（取消のタイミング：確定した月の月末）

・３合宿連続不参加の場合（取消のタイミング：3回目の合宿開催月の月末）

・ナショナルチーム等強化対象選手規程への違反等が認められた場合（取消のタイミング：即時）

スムーズなステップアップを促す為に認定継続条件を設定、選手間での健全な競争を喚起し、適切な循環・入替えが起きることを企図。

認定の継続・取消し

認定取り消し事項
以下事項に該当する場合はオリンピック強化委員会にて「強化認定小委員会」を開催し、当該選手の認定取消について協議し決定する。

【プログラムを欠席する際の要対応事項】
プログラムを欠席する場合は「HOPE育成プログラム欠席届 兼 公欠認定願書」を担当責任者に提出すること。

※オリンピック強化委員会にて公欠として受理した場合、当該公欠日数をカウントから除外する。

公欠対象項目：インカレ/インターハイ、水域予選、学校公式行事・海外大会・国体予選・全日本大会・冠婚葬祭

・欠席届の提出が無い場合の休みに関しては公欠日数に含めない。

その他：急な発熱等があった場合は、担当責任者にメールで伝達し、欠席届を提出すること。

欠席届



対象選手の認定サイクル表



年間スケジュール

※国内海外大会参加、学校/家庭の事情等やむを得ない場合を除き参加することを原則とする。

開催場所 月日 日数

第1回 沖縄・座間味 1/4(火)〜1/10(月祝) ７

第2回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 中止 ー

第3回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 3/19(土)〜3/27(日) 9

第4回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 5/2(月)〜5/8(日) 7

第5回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 6/16(木)〜6/19(日) ４

第6回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 7/23(土)〜7/31(日) 9

第7回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 8/17(水)〜8/24(水) ８

第8回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 9/17(土)〜9/25(日) 9

第9回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 10/6(木)〜10/10(月祝) 5

第10回 ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 11/17(木)〜11/23(水祝) 7

第３期HOPE
育成プログラム

選考会
ナショナルトレーニングセンター(和歌山・海南) 12/3(土)、4(日) 2

第11回 沖縄・座間味 12/22(木)〜12/30(金) 9

合計74日

2022年 HOPE育成プログラム



ナショナルコーチ A
担当コーチ一覧

ナショナルコーチ B

山田 真
Makoto Yamada
ユース統括

HOPE育成プログラム責任者

辻 寛基
Hiromoto Tsuji

三部 泰誠
Taisei Sanbu

飯島 洋一
Yoichi Iijima

市川 航平
Kohei Ichikawa

土居 一斗
Kazuto Doi

中村 悠耶
Yuya Nakamura

波多江 慶
Chika Hatae

佐藤 麻衣子
Maiko Sato

中村 健一
Kenichi Nakamura

HOPE育成プログラム統括



≪分析≫
50年間で延べ24種目が採用され、日本チームは入賞18回、銀メダル２
個、銅メダル１個を獲得していますが、金メダルは未獲得となっています。

次ページ以降、各種目ごとに振り分け分析します。

１．ダブルハンド（二人乗り）種目
Laser Ⅱ男女→420男女→420男子/混合・女子

2．シングルハンド（一人乗り）種目
Laser Standard男子→Laser Radial男子・Laser Radial女子

3. ウィンドサーフィン

Mistral男女→RS:X男子・女子→Techno293 PLUS男子・女子

4. ダブルハンド（二人乗り）スキフ種目
29er男子・女子

5. カイト
Formula kite男子・女子

6. その他
Flipper・470・Europe・Byte女子・Hobie16・SL16・Nacra15

Youth Sailing World Championshipは、昨年12月の大会で50周年となる歴史ある大会です。
この大会は世界中のジュニアユースが目指すべき頂点の大会に位置付けられ、大会で入賞・メダルを獲得した多くの選手はオリンピックで活躍して
おり、日本に於いても同様の結果となっています。

参考資料：WSユースワールド大会クラス別成績一覧

現状の把握（World Sailing Youth World Championship 全艇種の成績）

：8位入賞 ：メダル獲得



1984年 Laser Ⅱ 男子 6位：松本真也/土居隆彦
1990年 Laser Ⅱ 男子 7位：野田宗之介/新井裕介
1993年 Laser Ⅱ 女子 6位：川崎愛子/青木宏江
1996年 Laser Ⅱ 男子 6位：松永鉄也/上野誠章
1997年 420 男子 6位：田川健人/稲葉洋介
1997年 420 女子 6位：三部ゆうき/増本あゆみ

歴代入賞者一覧

入賞11回
銀メダル2回
銅メダル1回

2001年 420女子 6位：高橋礼子/井口真希子
2005年 420男子 2位：斉藤 航/吉永一斗
2011年 420男子 2位：元津大地/日野勇輝
2012年 420男子 4位：岡田奎樹/飯島 誠
2013年 420男子 4位：小泉維吹/有岡 翼
2014年 420男子 3位：小泉維吹/松尾虎太郎
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参考資料：WSユースワールド種目別成績①

第1回大会からダブルハンドのLaser Ⅱ級・420級が交互に種目採用され、1997年から420級男女に艇種固定となり、24年の経過の中で、11回の入賞と3回の
メダルを獲得。これまでの入賞選手の中で多数のオリンピック選手を輩出しており、金メダルを狙える種目でもあります。2021年50回大会より、男子種目が男子/混
合に変更されています。2022年第50回大会では６大会ぶりに男子/混合で5位入賞しています。

1．ダブルハンド(2人乗り)種目 Laser Ⅱ男子・女子 ▶︎ 420 男子/混合・女子

2021年 420男子 5位：池田海人/重松駿



２．シングルハンド(1人乗り)種目 Laser Standard男子 ▶︎ Laser Radial男子・女子

歴代入賞者一覧

入賞2回

2011年 Laser Radial女子 4位：土居愛実
2018年 Laser Radial男子 8位：鈴木義弘

Laser男子は第3回大会の1973年から種目採用され、第39回大会の2009年からLaser Radial男子に艇種変更されています。女子は第20回大会の1990年
からLaser Radialが継続され、これまでの50回大会を通じて男女1回ずつ入賞を果たしています。
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参考資料：WSユースワールド種目別成績②



３．ウインドサーフィン Mistral男子・女子 ▶︎ RS:X男子・女子 ▶︎ Techno293 PLUS男子・女子

歴代入賞者一覧

入賞2回

1995年 Mistral女子 6位：高木未散
2017年 RS:X女子 6位：新嶋莉奈
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1984年からMistral男子が種目採用され、1990年にMistral女子が種目採用となる。1995年、日本女子初参加で6位と初入賞を獲得。2007年には男女共に
RS:X級に艇種変更、2017年にRS:X級女子で初の6位入賞を獲得。2021年50回大会より男女共にTechno293 PLUS に艇種変更となっています。

参考資料：WSユースワールド種目別成績③



４．ダブルハンド(2人乗り)スキフ種目 29er男子・女子

歴代入賞者一覧

入賞3回

2002年 29er男子 6位：市山征平・岡本卓也
2002年 29er男子 6位：谷口亜沙美・平川りえ
2021年 29er男子 8位：宇田川涼太郎・鈴木海翔
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2002年の初導入された大会で男女共に6位入賞を獲得しています。2021年の第50回大会では18大会ぶりに29er男子で8位入賞を獲得しました。

参考資料：WSユースワールド種目別成績④



上記種目以外の種目は、開催年ごとに種目が変更されています。直近では2004年からカタマラン艇であるNacra15 が採用されています。
注）日本不参加の場合、ー/参加艇数を表示

6．その他 Flipper・470・Europe・Byte女子・Hobie16・SL16・Nacra15

５．カイト Formula kite 男子・女子
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1

2021年第50回大会より種目採用され、初参加の男女共に14位となっています。

歴代入賞者一覧

０

参考資料：WSユースワールド種目別成績⑤
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